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県
北
振
興
局
長

要
請
行
動

１１／１５

佐
世
保
市
長

要
請
行
動

１１／１１

大
村
市
長

要
請
行
動

１１／２２

建建
設設
不不
況況
打打
開開
・・
生生
活活
危危
機機
突突
破破

予予
算算
要要
求求
実実
現現
にに
向向
けけ
てて

十
一
月
二
十
二
日
、
平
成
二

十
四
年
度
の
予
算
要
求
実
現
の

た
め
、
東
京
の
日
比
谷
公
園
大

音
楽
堂
に
全
国
か
ら
四
十
九
県

連
、
五
、
二
〇
四
名
の
仲
間
が

集
結
。
建
設
長
崎
か
ら
も
北
村

副
委
員
長
、
船
津
副
委
員
長
、

佐
藤

保
事
務
局
長
、
田
中
支

部
長
、
山
本
支
部
長
の
五
名
参

加
し
た
。

大
会
に
は
激
励
の
た
め
六
政

党
（
民
主
・
自
民
・
公
明
・
共

産
・
社
民
・
み
ん
な
の
党
）
か

ら
も
出
席
。
各
党
代
表
者
は
、

東
日
本
大
震
災
で
の
全
建
総
連

の
復
興
支
援
の
団
結
力
に
敬
意

を
表
し
「
建
設
国
保
の
た
め
全

力
で
取
り
組
み
全
面
的
に
支
援

す
る
。」
と
挨
拶
。
全
建
総
連

古
市
書
記
長
の
基
調
報
告
の
後
、

「
東
日
本
大
震
災
の
復
興
財
源

を
巡
り
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、

建
設
国
保
の
補
助
金
へ
の
切
り

込
み
を
許
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
建
設
国
保
を
守
る
た
め
全

力
で
取
り
組
む
」
こ
と
が
大
会

決
議
案
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
の
予
算
要
求
の
取

り
組
み
と
し
て
、
仲
間
の
皆
さ

ん
に
よ
る
予
算
要
求
ハ
ガ
キ
の

集
中
投
函
が
十
一
月
二
十
四
日

か
ら
全
国
一
斉
に
始
ま
る
。
そ

し
て
、
十
二
月
七
日
に
は
全
国

の
仲
間
と
と
も
に
各
省
要
請
行

動
を
中
心
と
し
た
予
算
要
求
中

央
行
動
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

地
元
国
会
議
員
に
も
要
請

大
会
当
日
、
私
達
は
地
元
選

出
の
国
会
議
員
に
対
し
て
建
設

国
保
の
育
成
強
化
と
国
保
組
合

へ
の
国
庫
補
助
の
現
行
水
準
確

保
に
向
け
て
の
支
援
を
お
願
い

し
て
き
ま
し
た
。

要
請
先
は
次
の
通
り
。

（
衆
議
院
議
員
）

�
木
義
明
氏
（
秘
書
）

福
田
衣
里
子
氏
（
秘
書
）

山
田
正
彦
氏
（
秘
書
）

宮
島
大
典
氏
（
秘
書
）

川
越
孝
洋
氏
（
秘
書
）

谷
川
弥
一
氏
（
秘
書
）

北
村
誠
吾
氏
（
秘
書
）

（
参
議
院
議
員
）

大
久
保
潔
重
氏
（
本
人
）

金
子
原
二
郎
氏
（
秘
書
）

県
土
木
部
長
に
要
請

去
る
十
一
月
十
一
日
、
午
前

十
一
時
よ
り
、
県
庁
五
階
Ａ
会

議
室
に
お
い
て
、「
中
小
零
細

建
設
事
業
者
・
職
人
の
仕
事
と

暮
ら
し
の
改
善
に
関
す
る
要

請
」
を
、
建
設
長
崎
・
中
小
建

設
業
協
会
で
、
県
へ
要
請
。

県
側
は
、
村
井
土
木
部
部
長

他
五
名
の
次
課
長
が
出
席
、
組

合
側
は
金
子
協
会
長
、
相
川
委

員
長
他
二
十
名
の
協
会
役
員
、

組
合
役
員
が
出
席
。

冒
頭
、
金
子
協
会
長
よ
り
部

長
へ
要
請
書
を
手
渡
し
、
要
請

事
項
に
沿
っ
て
発
言
答
弁
を
求

め
ま
し
た
。

主
な
発
言
要
旨
は
次
の
通
り
。

�
震
災
の
住
宅
復
興
出
は
地
場

建
設
業
者
が
大
事
と
認
識
。

�
小
規
模
改
修
事
業
で
十
一
月

四
億
円
計
上
、
当
初
の
二
、
五

億
円
と
併
せ
受
注
機
会
の
拡
大

を
図
っ
て
い
る
。

�
分
離
は
畳
、
襖
な
ど
、
可
能

な
限
り
取
り
組
ん
で
行
く
。

�
建
設
業
者
の
資
質
の
向
上
と

契
約
の
適
正
化
、
基
幹
技
能
者

採
用
に
は
経
営
事
項
審
査
上
や
、

総
合
評
価
方
式
で
優
遇
措
置
を

設
け
て
い
る
。

�
下
請
け
代
金
未
払
い
の
業
者

は
入
札
参
加
を
排
除
。
元
下
は

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
二
五
〇

万
円
以
上
の
工
事
は
、
内
訳
書

の
提
出
義
務
化
等
で
、
適
正
化

を
図
っ
て
い
る
。

�
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成

は
、
基
本
的
に
耐
震
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
等
施
策
目
的
が
あ
る
も

の
を
実
施
。
佐
賀
県
で
の
実
施

は
、
効
果
に
つ
い
て
研
究
し
て

行
く
。
と
の
事
で
し
た
。

ま
た
、
設
計
労
務
単
価
は
き

ち
ん
と
支
払
わ
れ
て
い
る
か
、

県
の
入
札
運
用
時
間
の
延
長
に

つ
い
て
は
き
ち
ん
と
支
払
わ
れ

て
い
る
事
、
時
間
の
拡
大
は
来

年
か
ら
行
う
予
定
と
答
弁
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

去
る
十
一
月
十
五
日
午
前
十

時
五
十
分
か
ら
約
四
十
五
分
間

県
北
振
興
局
特
別
会
議
室
に
お

い
て
、
小
島
局
長
他
七
名
の
部

課
長
が
出
席
し
、
我
が
方
か
ら

相
川
委
員
長
、
西
野
官
公
需
業

者
会
長
、
大
島
協
会
副
会
長
他

十
一
名
に
、
吉
村
県
議
も
同
席
。

主
な
発
言
要
旨
は
次
の
通
り

�
中
小
建
設
業
の
厳
し
さ
は
理

解
し
て
い
る
。

�
受
注
機
会
の
拡
大
と
し
て
小

規
模
改
修
事
業
で
切
れ
目
な
く

受
注
。
十
一
月
補
正
で
上
積
み

検
討
。

�
若
年
・
技
術
技
能
労
働
者
は

不
足
、
職
業
訓
練
と
連
動
し
、

効
果
の
あ
る
方
法
を
目
指
す
。

�
下
請
け
工
事
代
金
未
払
い
の

業
者
は
、
入
札
参
加
を
排
除
し

て
い
る
し
、
元
下
関
係
も
調
査

し
て
い
る
。

�
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成

は
耐
震
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
成

果
あ
る
も
の
を
実
施
し
て
い
る
。

後
、
耐
震
助
成
の
利
用
は
少

な
い
、
県
で
上
積
み
で
き
た
ら

経
済
効
果
で
一
層
の
活
性
化
が

で
き
る
の
で
上
申
を
。
技
術
力

と
実
績
を
作
り
た
い
の
で
発
注

機
会
を
増
や
し
て
欲
し
い
。
と

要
請
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
一
日
�
午
後
二
時

よ
り
、
佐
世
保
市
役
所
に
て
、

佐
世
保
官
公
需
業
者
会
役
員
西

野
会
長
他
五
名
、
組
合
か
ら
相

川
委
員
長
他
一
名
、
速
見
・
早

稲
田
・
永
田
・
古
家
佐
世
保
市

議
会
議
員
の
十
二
名
で
佐
世
保

市
長
に
要
望
書
を
提
出
し
、
仕

事
確
保
要
請
。

市
側
は
、
副
市
長
他
十
数
名

が
対
応
。

回
答
と
し
て
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
に
よ
る
補
助
金
減
少

か
ら
公
共
工
事
を
一
割
カ
ッ
ト

し
て
い
る
し
、
市
財
政
も
、
今

後
十
年
間
で
赤
字
見
込
み
で
大

変
厳
し
い
状
況
だ
が
、
要
望
に

つ
い
て
は
出
来
る
範
囲
で
考
慮

す
る
。

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

予
想
を
上
回
る
速
さ
で
予
算
が

無
く
な
っ
た
の
で
、
議
会
に
予

算
の
増
額
を
提
案
。
来
年
度
以

降
も
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

指
名
願
い
提
出
時
の
技
術
者

数
の
問
題
は
、
状
況
に
よ
っ
て

色
々
な
事
情
が
あ
る
の
で
、
個

別
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

と
の
回
答
で
し
た
。

大
村
市
長
に
対
す
る
仕
事
確

保
要
請
行
動
を
十
一
月
二
十
二

日
午
後
二
時
か
ら
大
村
市
役
所

の
第
二
応
接
室
で
行
い
ま
し
た
。

金
子
会
長
、
相
川
委
員
長
、

伊
藤
支
部
長
は
じ
め
、
十
名
の

参
加
者
で
、
大
村
市
か
ら
は
松

本
市
長
、都
市
整
備
部
長
、建
設

住
宅
課
長
の
三
名
が
出
席
す
る

中
、
中
小
零
細
建
設
業
者
に
対

す
る
発
注
要
請
と
若
年
技
能
者

育
成
の
た
め
の
施
策
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
制
度
創
設

に
つ
い
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成

を
始
め
、
十
二
月
議
会
の
中
で

前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
を
約

束
す
る
内
容
の
話
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
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【年末年始のお知らせ】
仕事納め １２月２９日（木）
仕事初め １月５日（木）
年末の事務処理は１２月２８日�まで
新年の通常業務は１月６日�より

要
請
事
項

�
中
小
零
細
建
設
事
業
者
へ
の
工
事
発
注
に
関
す
る
要
請

�
工
事
発
注
時
の
分
離
・
分
割
発
注
へ
の
配
慮

�
設
計
労
務
単
価
引
き
上
げ
へ
の
配
慮

�
発
注
時
に
お
け
る
適
正
単
価
の
支
払
指
導

�
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
等
の
要
請

�
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
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も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
再
認
識

「
万
能
腰
掛
け
づ
く
り
」
の
製
作
体
験
コ
ー
ナ
ー

〜
ベ
ル
ナ
ー
ド
観
光
通
り
〜

技能祭 ～ものづくりフェスタ２０１１～長
崎
・
県
央
地
区

１００人の仲間が安全を誓う�

中
央
支
部

中
央
支
部

十
一
月
二
十
日
�
、「
技
能

祭
〜
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
１
」
が
長
崎
市
浜
町
「
ベ

ル
ナ
ー
ド
観
光
通
り
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
十
回
目
と
な
る
会
場

に
は
、
県
下
の
各
地
区
技
能
士

会
を
は
じ
め
専
門
学
校
や
工
業

高
校
も
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
県
産
業
労
働

部
の
上
村
昌
博
部
長
が
「
地
域

の
産
業
は
、
優
れ
た
技
術
や
技

能
を
も
つ
技
能
士
の
方
に
さ
さ

え
ら
れ
て
い
る
。
本
日
は
作
品

の
展
示
や
実
演
を
準
備
し
て
い

る
。
多
く
の
方
々
に
実
際
に
見

て
、
触
れ
て
、
体
験
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
中
村
知
事
の
あ

い
さ
つ
を
代
読
。

県
職
業
能
力
開
発
協
会
と
県

技
能
士
連
合
会
の
前
田
富
雄
会

長
は
「
近
年
は
県
民
の
方
々
に

も
親
し
ま
れ
る
催
し
と
な
っ
て

き
た
。
匠
の
技
の
披
露
も
行
わ

れ
る
が
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し

さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

長
崎
技
能
士
会
は
建
設
長
崎

の
市
内
支
部
の
組
合
員
さ
ん
の

協
力
で
「
万
能
腰
掛
け
づ
く

り
」
の
製
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

行
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
多
く

の
家
族
づ
れ
が
訪
れ
、
技
能
士

の
皆
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
約
七
〇
組
の
腰
掛
け
を

作
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、

出
来
上
が
り
を
見
て
「
難
し

か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

労
働
安
全
推
進
大
会

労
災
事
故
撲
滅－

安
全
功
労
十
人
が
表
彰－

十
一
月
八
日
�
西
彼
杵
郡
時

津
町
、
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
「
建
設
長
崎

労
働
安
全
推
進
大
会
」（
長

崎
・
県
央
地
区
）
が
、
総
勢
九

十
九
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
労
働
安
全
推
進
大
会
は

長
崎
県
央
地
区
と
県
北
地
区
が

隔
年
の
お
き
に
開
催
す
る
も
の

で
今
年
は
長
崎
・
県
央
地
区
で

開
催
を
致
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
労
災
事
故
で
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
へ
の

黙
祷
を
行
い
、
相
川
執
行
委
員

長
の
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
の

後
、
記
念
公
演
と
し
て
「
木
造

住
宅
建
築
工
事
に
お
け
る
安
全

対
策
」
と
題
し
て
、
長
崎
労
働

局
労
働
基
準
局
健
康
安
全
課
の

井
上
課
長
よ
り
講
演
が
あ
り
県

内
の
労
災
事
故
の
発
生
数
や
建

設
業
で
の
災
害
事
例
の
説
明
が

あ
り
、
皆
さ
ん
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
支
部
よ
り
安
全

功
労
表
彰
で
推
薦
さ
れ
た
十
名

の
功
労
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
中
央
支
部
の
内
野
支

部
長
よ
り
「
安
全
の
誓
い
」
が

宣
言
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
拍
手
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
で
表
彰
さ
れ
た
安
全

功
労
賞
の
受
賞
者
は
下
記
事
業

所
で
す
。

第
四
十
回
長
崎
県
技
能
士
大

会
が
十
一
月
二
十
二
日
、
長
崎

全
日
空
ホ
テ
ル
（
長
崎
市
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
職
業
能
力
開
発
促

進
月
間
（
十
一
月
）
行
事
の
一

環
と
し
て
「
県
民
に
技
能
尊
重

の
気
運
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

技
能
者
の
経
済
的
・
社
会
的
地

位
の
向
上
を
め
ざ
す
」
こ
と
を

目
的
に
開
催
。

主
催
者
を
代
表
し
て
石
塚
副

知
事
か
ら
「
受
賞
さ
れ
た
方
々

へ
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、

今
後
も
県
産
業
界
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

県
技
能
士
会
連
合
会
の
前
田

富
雄
会
長
は
「
技
能
士
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
で
大
変
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
人
材
育
成
が
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
社
会
的
地

位
の
向
上
を
め
ざ
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
前
期
検
定

で
は
一
級
合
格
者
九
十
名
、
二

級
合
格
者
一
八
二
名
、
三
級
合

格
者
一
八
八
名
に
合
格
証
書
の

交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

知
事
表
彰
で
は
優
れ
た
技
能

者
と
し
て
型
枠
大
工
の
山
口
貞

光
さ
ん
な
ど
十
一
名
の
皆
さ
ん

が
受
賞
し
た
他
、
長
崎
マ
イ
ス

タ
ー
認
定
者
が
四
名
、
技
能
検

定
功
労
者
と
し
て
四
名
の
皆
さ

ん
が
県
職
業
能
力
開
発
協
会
会

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
、

〜
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

十
一
月
五
日
�
長
崎
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
「
親
睦
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
」を
開
催
。組
合
員
・

家
族
四
三
人
が
参
加
。

競
技
は
、
個
人
戦
二
ゲ
ー
ム

の
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
方
式
で
行

い
、
一
ゲ
ー
ム
に
つ
き
女
性
二

〇
ピ
ン
・
子
供
三
〇
ピ
ン
の
ハ

ン
デ
を
設
け
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム

の
方
は
、
ス
ト
ラ
イ
ク
！
や
ス

ペ
ア
！
の
好
調
レ
ー
ン
も
あ
れ

ば
、
ガ
ー
タ
ー
続
出
（
久
し
ぶ

り
の
せ
い
！
？
）
の
レ
ー
ン
と
、

各
レ
ー
ン
楽
し
く
和
気
あ
い
あ

い
と
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
優
勝
が
大
塚
聡
さ

ん
（
ス
コ
ア
三
四
九
）、
準
優

勝
は
山
口
賢
龍
さ
ん
（
ス
コ
ア

三
一
四
）、
三
位
は
本
多
常
秋

さ
ん
（
ス
コ
ア
二
九
五
）
で
し

た
。今

回
は
、
参
加
者
全
員
に
何

か
し
ら
の
賞
品
が
当
た
る
よ
う
、

花
瓶
や
毛
布
等
た
く
さ
ん
の
提

供
物
を
賞
品
と
し
て
参
加
者
全

員
に
渡
し
ま
し
た
。

楽
し
い
親
睦
会
で
し
た
。

茂
木
分
会

茂
木
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
協
賛

住
宅
デ
ー

十
一
月
三
日
�
、「
茂
木
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
協
賛
し
て

の
住
宅
デ
ー
を
開
催
。
会
場
の

茂
木
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
に
二
十

人
の
参
加
協
力
で
、
包
丁
研

ぎ
・
ま
な
板
削
り
を
行
い
ま
し

た
。今

年
は
、
茂
木
地
区
が
長
崎

市
編
入
五
〇
年
の
節
目
の
年
と

い
う
こ
と
で
、
例
年
の
倍
近
い

イ
ベ
ン
ト
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

受
付
を
開
始
直
後
か
ら
お
客

さ
ん
の
行
列
が
で
き
、
さ
す
が

は
漁
業
の
町
、
重
く
て
刃
が
分

厚
い
大
き
い
包
丁
や
、
黒
ず
ん

で
使
い
込
ま
れ
た
ま
な
板
が
、

瞬
く
間
に
並
ん
で
い
ま
し
た
。

中
に
は
錆
び
た
包
丁
や
柄
が
取

れ
か
か
っ
て
い
る
も
の
な
ど
あ

り
ま
し
た
が
、
バ
タ
バ
タ
の
作

業
な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ
懇
切
丁

寧
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

お
昼
を
過
ぎ
る
と
客
足
も
減

り
、
午
前
中
と
は
う
っ
て
変

わ
っ
て
余
裕
を
持
っ
て
作
業
に

当
た
り
ま
し
た
。

無
事
に
恒
例
の
住
宅
デ
ー
を

終
了
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
国
保
組
合
予
算
獲
得
に
向
け
た

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
〜
一
七
、
〇
九
三
通
〜

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

内
野

幸
雄

太
田

俊
一

山
口

龍
志

大
平

高
好

吉
岡

照
国

山
本

孝
義

山
口
大
志
郎

太
田

寿
俊

川
原

亀
喜

手
水

鐵
吉

大
石

直

太
田

昌
子

山
口
美
佐
子

吉
岡

茂
子

馬
場
ヒ
ロ
子

川
原

幸
枝

内
野

計
子

和
田
マ
ツ
ヨ

樋
口
須
磨
子

田
上
義
高
（
大
浦
支
部
長
）

田
上
書
記
長

労
働
安
全
功
労
賞
受
賞
者

（
敬
称
略
）

石
橋
建
築

石
橋

廣
喜

（
中
央
支
部
）

木
本

春
雄

（
大
浦
支
部
）

本
村
建
設

本
村

正
昭

（
市
南
支
部
）

本
田
建
築

本
田

秀
幸

（
東
長
崎
支
部
）

片
山
建
設

片
山

信
也

（
浦
上
西
支
部
）

牟
田
ブ
ロ
ッ
ク

牟
田

恭
一

（
浦
上
東
支
部
）

角
崎
建
設

角
崎

豊

（
西
彼
支
部
）

�
嶋
崎
工
務
店

嶋
崎

春
樹

（
諫
早
支
部
）

石
川
瓦

石
川

浩
司

（
大
村
支
部
）

川
田
照
建
設

川
田

照
重

（
島
原
支
部
）

県技能士大会
前期検定の合格者460人

第４０回

ご協力ありがとうございました。

割当達成状況

１０１．３％

１００．４％

９５．９％

１１１．６％

９３．０％

８７．８％

８１．７％

８３．７％

１１７．４％

９１．１％

９８．０％

８９．４％

１４９．１％

１００．０％

１００．２％

１００．０％

９９．３％

集約枚数

１，０７４

６７３

１，０２６

１，２０５

１，４４１

６３２

１，１３５

１，４３１

１，１６２

９２０

１，５７７

１，２９７

１，８７９

８９０

６３１

１２０

１７，０９３

支 部 名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐 世 保 東

佐 世 保 北

北 松

平 戸

書 記 局

合 計

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５８号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）１２月１５日発行



諫
早
支
部
旅
行

大
村
支
部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

大
浦
支
部
旅
行

浦
上
東
支
部
旅
行

佐
世
保
北
支
部
旅
行

〜
熱
心
に
・
懐
か
し
く
・
興
味
深
く
見
学
〜

快
晴
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
十

六
�
、
一
泊
二
日
の
旅
程
で
少

し
遅
め
の
支
部
旅
行
を
三
十
名

の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

初
日
は
冷
水

道
路
を
通
り
飯

塚
に
あ
る
筑
豊

の
炭
鉱
王
・
旧

伊
藤
伝
右
衛
門

邸
宅
と
嘉
穂
劇

場
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。
伊

藤
邸
で
は
広
大

な
敷
地
に
建
て

ら
れ
た
豪
華
な

庭
や
手
の
凝
っ

た
造
り
、
建
材
、

そ
し
て
蔵
に
展

示
さ
れ
た
炭
鉱

の
絵
画
を
熱
心
に
見
学
し
ま
し

た
。ま
た
、嘉
穂
劇
場
で
は
数
々

の
著
名
人
が
興
行
を
行
っ
た
舞

台
や
奈
落
、
他
に
も
小
道
具
や

チ
ケ
ッ
ト
等
の
展
示
物
を
懐
か

し
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
バ
ス
は
甘
木
へ
移
動
し
、

キ
リ
ン
ビ
ア
フ
ァ
ー
ム
で
少
し

遅
め
の
昼
食
。
車
中
で
の
酒
宴

に
引
き
続
き
、
出
来
た
て
の
生

ビ
ー
ル
を
堪
能
し
た
後
、
再
度

バ
ス
に
揺
ら
れ
宿
泊
先
の
別
府

温
泉
へ
。
夜
の
宴
会
で
は
暗
闇

の
中
、
五
匹
の
蛍
が
会
場
を
舞

う
一
場
面
も
あ
り
、
笑
い
の
絶

え
な
い
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
別
府
海
鮮
市
場

で
買
い
物
を
行
い
、
臼
杵
の
石

仏
へ
。
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に

岩
壁
に
掘
ら
れ
た
仏
群
を
興
味

深
げ
に
見
学
。
次
に
原
尻
の
滝

へ
移
動
し
、
今
回
の
旅
行
で
唯

一
の
集
合
写
真
撮
影
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
竹
田
城
下
町

で
「
だ
ご
汁
」
の
昼
食
を
と
り
、

希
望
者
の
み
岡
城
跡
へ
登
っ
た

後
、
終
わ
り
か
け
の
紅
葉
を
車

窓
よ
り
眺
め
な
が
ら
無
事
に
帰

着
し
ま
し
た
。

（
大
賀
）

〜
始
球
式
で
見
事
な
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
〜

十
一
月
六
日
�
に
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
予
定
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の

雨
と
な
り
、
競
技
を
中
止
と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
日
の
た
め
に

用
意
さ
れ
て
い
た
主
婦
会
の

「
豚
汁
」
は
、
前
日
か
ら
材
料

の
仕
込
み
も
さ
れ
、
当
日
の
朝

早
く
か
ら
大
鍋
に
火
が
入
り
い

い
匂
い
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

九
時
開
会
に
合
わ
せ
て
支
部

事
務
所
に
集
合
し
て
、急
遽「
豚

汁
を
囲
ん
で
の
交
流
会
」
を
行

う
事
と
な
り
ま
し
た
。
室
内
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ゴ
ー
ル
ポ
ス

ト
を
設
置
し
、「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
賞
争
奪
大
会
」
の
開
催
で
す
。

伊
藤
支
部
長
、
相
川
委
員
長

の
挨
拶
の
あ
と
、
始
球
式
で
は
、

な
ん
と
相
川
委
員
長
が
「
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
」
で
大
歓
声
が
上

が
り
ま
す
。
組
合
員
・
主
婦
・

家
族
合
わ
せ
て
四
十
名
が
、
相

川
委
員
長
に
続
け
と
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
目
指
し
て
ガ
ン
バ
リ
ま

す
。
結
果
十
二
名
が
見
事
賞
品

を
獲
得
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、「
豚
汁
」
を
味

わ
い
な
が
ら
、
ビ
ン
ゴ
や
ク
イ

ズ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

雨
で
当
初
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
で
は
な
く
「
ふ
れ
あ
い
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
笑

顔
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
最
後
に
は
大

き
な
声
で
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
」
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

（
井
関
）

〜
組
合
仲
間
の
温
か
さ
を
実
感
〜

去
る
十
一
月

五
日
�
六
日
�
、

支
部
の
組
合
員
、

家
族
の
皆
様
と

親
睦
旅
行
に
ご

一
緒
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
昨

年
末
母
が
亡
く

な
り
、
父
と
二

人
で
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
の
優
し
い

笑
顔
に
迎
え
ら

れ
、
丁
寧
に
作

ら
れ
た
旅
行
の
し
お
り
に
と
て

も
感
激
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
小
城
の
村
岡
本

舗
羊
羹
資
料
館
・
太
平
庵
酒
造

資
料
館
・
名
護
屋
城
博
物
館
を

見
学
し
、
ホ
テ
ル
で
は
活
き
の

い
い
イ
カ
や
魚
介
類
を
中
心
と

し
た
お
料
理
や
地
酒
を
堪
能
し

な
が
ら
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
始
ま

り
、
皆
様
の
美
声
に
踊
り
に
酔

い
し
れ
な
が
ら
の
楽
し
い
夕
食

で
し
た
。

翌
日
は
、
か
ら
つ
曵
山
展
示

場
や
鏡
山
ベ
ゴ
ニ
ア
園
・
味
の

素
工
場
を
見
学
し
、
ど
ん
ぐ
り

村
で
は
敷
地
内
の
上
棟
式
の
餅

な
げ
に
も
遭
遇
で
き
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
で
色
々
な
場
所
や

物
に
触
れ
、
普
段
何
気
な
く
接

し
て
い
る
も
の
に
関
わ
る
方
々

の
も
の
づ
く
り
へ
の
熱
意
、
こ

だ
わ
り
、
歴
史
を
感
じ
改
め
て

感
謝
の
気
持
ち
が
湧
き
ま
し
た
。

又
、
事
前
の
準
備
や
天
候
不
順

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臨
機
応
変

に
予
定
を
組
み
立
て
て
く
だ

さ
っ
た
事
務
の
方
々
を
は
じ
め
、

大
き
な
笑
顔
の
た
え
な
い
組
合

員
の
皆
様
と
ご
一
緒
出
来
た
ご

縁
を
本
当
に
有
難
く
思
い
ま
し

た
。
充
実
し
た
良
い
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

（
小
野
明
子
）

〜
焼
酎
と
自
然
の
空
気
を
満
喫
〜

十
一
月
十
二
日
〜
十
三
日
に

数
十
年
ぶ
り
と
な
る
一
泊
旅
行

を
開
催
。

以
前
か
ら
「
た
ま
に
は
旅
行

で
も
し
た
い
ね
」
と
の
声
が
上

が
っ
て
い
て
、
昨
年
は
日
帰
り

旅
行
を
開
催
し
、
こ
の
次
こ
そ

は
一
泊
旅
行
を
と
計
画
し
実
現

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

参
加
者
は
十
五
名
と
少
人
数

で
し
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
た

二
日
間
で
し
た
。

一
日
目
は
、
宿
泊
地
で
あ
る

霧
島
温
泉
を
め
ざ
し
高
速
道
路

を
南
下
、
願
成

寺
・
青
井
神
社

を
見
学
し
た
後
、

焼
酎
工
場
を
見

学
し
ま
し
た
。

焼
酎
工
場
で

は
、
テ
ー
ブ
ル

の
上
に
焼
酎
瓶

が
数
本
並
ん
で

い
て
、
各
々
自

由
に
試
飲
し
、

度
数
の
高
い
焼

酎
や
飲
み
や
す

い
焼
酎
試
飲
を

楽
し
み
ま
し
た
。

二
日
目
は
霧
島
神
宮
に
参
拝

し
た
あ
と
、
霧
島
酒
造
で
焼
酎

の
試
飲
。

も
ち
ろ
ん
、
え
び
の
高
原
や

個
人
で
建
設
中
の
森
岡
城
や
高

千
穂
牧
場
、
関
之
尾
の
滝
等
を

見
学
し
自
然
の
空
気
を
満
喫
し

て
き
ま
し
た
。

旅
行
中
、
一
番
気
に
な
っ
た

事
は
、
観
光
バ
ス
運
転
手
さ
ん

の
ス
ム
ー
ズ
？
な
運
転
で
し
た
。

高
速
道
路
で
、
ほ
と
ん
ど
追
い

抜
か
れ
る
事
が
な
く
、
本
当
の

高
速
運
転
で
、
最
終
日
の
到
着

は
、
予
定
よ
り
一
時
間
以
上
早

く
着
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
、
十
二
月
に

開
催
予
定
の
忘
年
会
の
予
約
を

し
、
旅
行
に
参
加
し
た
全
員
が

忘
年
会
に
参
加
す
る
事
を
約
束

し
、
二
日
間
の
旅
行
を
締
め
く

り
ま
し
た
。

（
石
田
）

〜
山
口
県
へ
バ
ス
の
旅
〜

秋
の
夜
長
、
日
を
追
う
ご
と

に
深
み
を
増
す
霜
月
の
十
三
日

か
ら
十
四
日
に
か
け
て
、
総
勢

二
十
四
名
の
旅
行
会
へ
い
っ
て

き
ま
し
た
。

今
回
は
、
下
関
か
ら
北
上
し

て
角
島
、
青
海
島
へ
と
廻
る
山

口
県
へ
の
バ
ス
の
旅
。
手
早
く

昼
食
を
済
ま
せ
た
後
に
は
「
み

も
す
そ
川
公
園
」
か
ら
「
赤
間

神
宮
」
へ
足
を
延
ば
し
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
と
お
り
、
下
関
・

関
門
海
峡
は
壇
ノ
浦
の
合
戦
地

と
し
て
有
名
で
、「
赤
間
神
宮
」

は
壇
ノ
浦
の
戦
い
に
お
い
て
幼

く
し
て
亡
く
な
っ
た
『
安
徳
天

皇
』
を
祀
る
と
と
も
に
、
か
の

有
名
な
琵
琶
法
師
『
耳
な
し
芳

一
』
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
で

す
。「
芳
一
堂
」
か
ら
続
く
平

家
一
門
の
墓
所
「
七
盛
塚
」
へ

と
参
る
皆
様
の
表
情
も
感
慨
深

い
も
の
で
し
た
。

西
長
門
リ
ゾ
ー
ト
に
て
一
夜

を
明
か
し
、
全
長
一
七
八
〇
�

の
「
角
島
大
橋
」
を
渡
り
「
角

島
灯
台
」
へ
。
日
本
最
初
の
石

造
り
灯
台
と
し
て
灯
を
燈
さ
れ

た
「
角
島
灯
台
」。
展
望
所
は

一
般
に
参
観
さ
れ
、
皆
ん
な

連
々
に
登
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
青
海
島
へ
と
向
か

い
、
予
定
し
て
い
た
観
光
遊
覧

が
強
風
の
た
め
短
い
コ
ー
ス
に

変
更
と
な
り
、
残
念
で
し
た
。

小
一
時
間
の
遊
覧
後
は
、
昼
食

を
取
り
一
路
、
曹
洞
宗
の
寺
院

「
大
寧
寺
」
へ
。

こ
の
寺
院
大
変
面
白
い
『
盤

石
橋
』
な
る
も
の
が
あ
り
、
大

小
の
自
然
石
を
組
積
み
さ
れ
た

の
み
の
造
り
で
、
眼
鏡
橋
の
よ

う
な
ア
ー
チ
橋
と
は
ま
た
違
う

「
突
桁
式
工
法
」
と
い
う
も
の

で
す
。
一
八
六
八
年
の
ド
イ
ツ

「
ゲ
ル
バ
ー
橋
」
よ
り
も
早
く

日
本
に
こ
の
技
術
が
あ
っ
た
と

推
測
で
き
る
と
し
て
文
化
財
的

な
価
値
が
高
い
と
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

一
通
り
の
観
光
名
所
も
廻
り
、

後
は
帰
路
の
一
途
に
。
こ
こ
で

佐
世
保
北
支
部
、
支
部
長
夫
妻

が
景
品
を
準
備
し
、
好
例
の
車

中
ビ
ン
ゴ
大
会

の
幕
開
け
。
空

ク
ジ
な
し
の
景

品
に
は
ワ
イ
ン

も
入
っ
て
い
て

中
々
の
盛
り
上

が
り
で
し
た
。

ケ
ガ
や
病
気

も
な
く
無
事
に

佐
世
保
の
街
に

帰
っ
て
き
ま
し

た
。

（
小
野
）
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旗
開
き

○
建
設
長
崎
新
春
総
決
起
旗

開
き
（
五
日
）

○
各
支
部
新
春
旗
開
き
（
十

一
日
〜
二
十
一
日
）

○
中
小
建
設
業
協
会
新
春
研

修
会
・
交
流
会
（
十
九

日
）

○
本
部
主
婦
会
新
年
の
集
い

（
二
十
五
日
）

統
一
自
治
体
選
挙

○
春
期
お
得
意
先
回
り
行
動

月
間

○
県
議
会
議
員
選
挙
告
示
日

（
一
日
）

○
金
子
三
智
郎
必
勝
集
会

（
五
日
）

○
統
一
地
方
選
挙

県
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

（
十
日
）

市
・
町
議
会
議
員
選
挙
投

票
日
（
二
十
四
日
）

金
子
候
補
落
選
・
組
合
推

薦
議
員
十
二
名
当
選

二
・
一
五
総
決
起
集
会

○
所
得
税
申
告
受
付

○
各
支
部
賃
金
活
動
者
会
議

開
催
（
二
日
〜
十
八
日
）

○
長
建
国
保
理
事
会
（
八

日
）

○
二
・
一
五
生
活
危
機
突
破

総
決
起
集
会
（
十
五
日
）

○
長
建
国
保
組
合
会
（
二
十

四
日
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

○
賃
金
宣
伝
行
動

○
第
八
十
二
回
メ
ー
デ
ー

（
一
日
）

○
労
災
保
険
年
度
更
新
受
付

（
十
二
日
〜
）

○
各
支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
十
五
日
）

大
村
支
部
優
勝

○
青
年
技
能
競
技
大
会
（
二

十
二
日
）

○
九
地
協
青
年
部
交
流
集
会

（
二
十
九
日
〜
三
十
日
）

国
保
検
認

○
長
建
国
保
保
険
証
検
認
受

付
○
所
得
税
一
括
申
告
（
二
、

一
三
一
名
分
）

○
消
費
税
申
告
受
付
・
一
括

申
告
（
三
一
六
名
分
）

○
後
期
拡
大
行
動
ス
タ
ー
ト

○
建
設
業
許
可
変
更
届
受
付

（
個
人
）

○
金
子
三
智
郎
を
囲
む
女
た

ち
の
会
（
十
三
日
）

○
県
議
選
必
勝
金
子
三
智
郎

総
決
起
集
会
（
十
七
日
）

○
専
門
学
院
修
了
式
（
二
十

五
日
）

青
年
部
大
会

○
国
保
概
算
要
求
ハ
ガ
キ
要

請
○
九
地
協
企
業
交
渉
（
九

日
）

○
専
門
学
院
総
会
（
二
十
四

日
）

○
青
年
部
大
会
（
二
十
八

日
）

次
代
を
担
う
青
年
部
員
九

十
九
名
が
集
結

大
運
動
会

○
組
合
員
家
族
慰
安
大
運
動

会
（
十
六
日
）

○
第
五
十
二
回
全
建
総
連
大

会
（
香
川
）（
十
九
〜
二

十
一
日
）

○
ま
ち
づ
く
り
総
合
住
宅

フ
ェ
ア

（
佐
世
保
九
日
・
島
原
十
六

日
・
長
崎
二
十
二
日
〜
二

十
三
日
）

○
本
部
主
婦
会
日
帰
り
研
修

会
（
二
十
七
日
）

建
設
長
崎
第
六
十
六
回
定
期
大
会

○
本
部
主
婦
会
総
会
一
一
〇

名
集
う
（
四
日
）

○
長
建
国
保
理
事
会
（
八

日
）

○
建
設
長
崎
第
六
十
六
回
定

期
大
会
（
十
六
日
〜
十
七

日
）

組
織
の
総
結
集
を
図
り
近

未
来
に
繋
げ
よ
う
！

○
中
小
建
設
業
協
会
第
三
十

五
回
総
会
（
二
十
二
日
）

○
長
建
国
保
組
合
会
（
二
十

五
日
）

労
働
安
全
大
会

○
秋
期
お
得
意
先
回
り
行
動

月
間

○
長
崎
・
県
央
地
区
労
働
安

全
推
進
大
会
（
八
日
）

○
県
知
事
・
佐
世
保
市
要
請

行
動
（
十
一
日
）

○
県
北
振
興
局
要
請
行
動

（
十
五
日
）

○
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
二

〇
一
一
（
二
十
日
）

○
全
建
総
連
生
活
危
機
突

破
・
予
算
要
求
決
起
集
会

（
二
十
二
日
）

○
大
村
市
長
要
請
行
動
（
二

十
二
日
）

支
部
大
会
・
慰
霊
祭

○
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
・
職

人
の
集
い
（
八
日
）

○
浦
上
川
万
灯
流
し
（
九

日
）

○
各
支
部
大
会
の
開
催
（
十

九
日
〜
九
月
九
日
）

全
体
一
、
〇
二
四
名
が
参

加
○
諫
早
市
・
県
央
振
興
局
要

請
行
動
（
二
十
六
日
）

予
算
要
求
行
動

○
国
保
予
算
要
求
ハ
ガ
キ
要

請
○
各
支
部
忘
年
会
を
開
催

○
全
建
総
連
予
算
要
求
中
央

行
動
（
七
日
）

○
大
浦
支
部
移
転
お
祓
い

（
十
一
日
）

○
福
岡
国
税
局
交
渉
（
十
九

日
）

○
仕
事
納
め
（
二
十
九
日
）

住
宅
デ
ー

○
各
支
部
住
宅
デ
ー
実
施

包
丁
研
ぎ
・
木
工
教
室
・

住
宅
相
談
等

○
前
期
拡
大
行
動
ス
タ
ー
ト

○
長
崎
市
要
請
行
動
（
二
十

六
日
）

○
全
建
総
連
青
年
技
能
競
技

大
会
（
十
九
日
〜
二
十
一

日
）

1100月月

11月月

44月月

77月月

1111月月

22月月

55月月

88月月

1122月月

33月月

66月月

99月月
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